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　ＣＫＮテレビは、朝も夜も関係なく働いている。２４時間営業ということになろう。より面白い番組作りを目指して、奮闘するのだ。
「黒田総合マネージャー、今週の視聴率の速報が出ました」
「ドナタ君、データーを持ってきなさい」
ドナタＡＤが、プリントアウトし書類を持ってきた。
「こちらです」
「ごくろうさん」
第一位。
ドラマ、フォッサマグナ。視聴率２７パーセント。警察官が、犯人を自白に追い込むシーンが、反響を呼んだ。
第二位。
ドキュメント番組、俺のこの尻を越えてみろ。視聴率２３パーセント。師匠が弟子に越えられるその瞬間を撮影している番組。
第三位。
サッカー中継。サッカーＭカップの日本対サハラ砂漠の一戦。視聴率１８パーセント。

最下位。
月曜お目覚めテレビ。視聴率０％。
「ドナタ君、遠藤を呼べ」
「かしこまりました」
遠藤プロデューサーが、デスクに連れてこられた。
「お呼びですか、黒田総合マネージャー」
「遠藤君、見たまえこのデーターを」
データを見た遠藤は、手元が震えていた。
「はい……」
「君の担当じゃないか、この番組は？」
「ええ、そうですね」
「早急に対策をしなさい」
「かしこまりました」
遠藤は、膝に手をつき頭を大きく下げた。

遠藤プロデューサーは、臨時会議を開いた。滝岡メインキャスター、塔彫サブキャスター、ドナタＡＤ、中田ディレクター、カメラマン、スタッフ一同が集まる。
「諸君、忙しいなか集まってくれてありがとう。私たちの月曜お目覚めテレビが、視聴率０パーセントだった。危機的状況だ。二連続最下位となれば、当然番組打ち切りとなる。なんとか打開策を見つけ、危機から脱出したい。諸君の意見を聞かせてくれ」
滝岡メインキャスターが、発言した。
「私を降板させたほうがいい」
「滝岡さんが問題ではありません」
「しかし」
「番組の中身を変えたいのです」
ドナタが口を開いた。
「ＡＤの私が発言するのは恐縮ですが、特集をしませんか？」
「ドナタ君、何の特集をするのかね？」
「この七月に、世間の話題となるものはいかがでしょう」
「そんな曖昧ではわかりかねる」
「例えば、私の好物だと鰻です」
滝岡が食い付いた。
「良いですね。土曜の丑の日、かの平賀源内が宣伝のために作った謳い文句が、今の文化まで生きている」
「そうか、丑の日か良いだろう」
中田ディレクターが、はじめて発言した。
「四月に、鰻の完全養殖の記事が世間を賑わせましたね」
「そういえばそうだな」
塔掘サブキャスターが、手を挙げた。
「ぜひ、私に取材へ行かせてください」
「わかった、この番組を必ず成功させよう」
「おー」
スタッフのやる気が会議室に広がった。

満を持して、月曜お目覚めテレビが放送された。滝岡が、カメラにクローズアップされる。
「おはようございます。月曜お目覚めテレビの時間です。今日は、土曜の丑の日特集、完全養殖の現場をお伝えします」
フリップをカメラに向け掲げる。
「こちらをご覧ください。今まで日本では、鰻の完全養殖は不可能とされてきました。大きな問題は二つ。鰻の生育環境の謎と、稚魚のエサがわからない」
塔彫サブキャスターが、相槌を打つ。
「多くの困難があったのでしょうね。この謎に挑み続けた。水産センターの職員たち、わたくし塔彫が取材してきました。ＶＴＲをどうぞ」

水産センターが映し出される。
「今、わたくし塔彫は、鰻の養殖に携わる水産センターに来ております」
塔彫が、水産センターの簡単な説明をした。
「それでは、中に入ってみましょう」
カメラが塔彫の後姿を捉える。
中に入るとセンター長がお出迎え。センター長がマイクを握る。
「センター長の右藤です。私たちは長年に渡り、鰻の完全養殖実現のため努力してまいりました。ようやく今年、みなさまに嬉しい報告ができ、このセンター産の鰻が食卓に上がる日も近いと思います」
「完全養殖実現するまで、困難がありましたか？」
「ありました。過去、卵からふ化させても、稚魚のエサがわからず。すぐに死んでしまいました。それ以外にも、一つ一つ課題をクリアして、完全養殖が実現できました」
「大変だったのですね」
「ええ」
「右藤さん、取材協力、ありがとうございました」

スタジオに、映像が切り替わる。
「早く安定して供給できると良いですね」
「それではニュースをお伝えします」
ニュースと、天気予報を伝えた。
「そろそろ月曜お目覚めテレビ、お別れの時間となります。また来週お目にかかりましょう」
滝岡と、塔彫が座ったまま、頭を下げた。

「黒田総合マネージャー、今週の視聴率の速報が出ました」
「ドナタ君、データーを持ってきなさい」
ドナタが、プリントアウトし書類を持ってきた。
「こちらです」
「ごくろうさん」
「月曜お目覚めテレビ、視聴率…」
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